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特 
集

め
ざ
せ
！
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
サ
イ
ト
紹
介
コ
ー
ナ
ー
創
刊
号

み
ん
な
で
ジ
オ
サ
イ
ト
を
探
検
し
よ
う
！

　日本各地に河岸段丘は見られますが、苗場山麓の河岸段丘は、その何段も

の見事な姿を一望できる教科書的な場所です。

　平坦な部分（段丘面）は、過去に河原だった部分、縁のように見える木に覆わ

れた急傾斜の部分は、川が谷壁を削ったり、川底を掘ったりしてできたもので

段
だん

丘
きゅう

崖
がい

と呼びます。段丘面には、かつての河原の砂や石の層（河岸段丘礫
れきそう

層）

と、その上に遠方の火山から飛来して降り積もった火山灰（黒土や赤土になっ

ていて、それを調べることで、段丘の古さが分かる）がのっています。

　このような地形は、地球規模の気候変化のもと、中津川の働きと大地の隆

起（もち上がる活動）によって、およそ40万年前から形成されてきました。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
１

河
岸
段
丘（
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
か
ら
の
眺
望
）

い
い
な
が
め

〜

僕たちが
　案内するよ！

夏休み

ジオサイトを
探検し隊 !

夏休み

ジオサイトを
探検し隊 !

夏休み

ジオサイトを
探検し隊 !

夏休み

ジオサイトを
探検し隊 !

※メンバー募集中。

芦ヶ崎小学校１年

涌
わく

井
い

　永
えい

太
た

くん

【好きな物】レゴブロック

芦ヶ崎小学校１年

鈴
すず

木
き

　煌
こうゆう

悠くん

【好きな物】恐竜、電車

※
ジ
オ
サ
イ
ト
と
は
、
地
質
や
動
植
物
、

人
の
歴
史
な
ど
苗
場
山
麓
の
見
ど
こ
ろ

の
こ
と
で
す
。



特集 みんなでジオサイトを探検しよう！
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ジ
オ
サ
イ
ト
№
２

上う
わ

野の

の
大お

お
す
ぎ杉

ジ
オ
サ
イ
ト
№
３

今い
ま

井い

城じ
ょ
う

跡あ
と（

新
潟
県
指
定
史
跡
）

ジ
オ
サ
イ
ト
№
４

龍り
ゅ
う

ヶが

窪く
ぼ（

日
本
名
水
百
選
）

　

上
野
集
落
の
は
ず
れ
に
あ
り
、「
原
の
稲
荷

様
」が
祀
ら
れ
た
塚
の
上
に
立
つ
ス
ギ
で
す
。

　

こ
の
塚
は
、
墳
丘
状
の
土
ま
ん
じ
ゅ
う
形

を
し
た
塚
で
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
一
里
塚
と

い
う
よ
り
も
信
仰
上
の
塚
で
、
お
経
を
埋
め

た
経
塚
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
幹
周
6.5
ｍ
、
高

さ
30
ｍ
、
樹
齢
３
０
０
〜
４
０
０
年
と
推
定

さ
れ
る
集
合
樹
で
す
。

　

昭
和
58
年
８
月
20
日
、
津
南
町
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
井
城
は
、
中
津
川
の
左
岸
、
信
濃
川
を

一
望
す
る
段
丘
面
の
突
端
に
築
か
れ
た
中

世
の
城
で
す
。
遺
構
な
ど
か
ら
天
分
年
間

（
１
５
３
２
〜
１
５
５
５
）
か
ら
弘
治
年
間

（
１
５
５
５
〜
１
５
５
８
）
の
頃
に
城
壁
が

築
か
れ
、
戦
国
時
代
に
は
、
上
杉
氏
の
番
城

と
し
て
戦
国
末
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
ま

す
。
太
平
記
に
も

記
さ
れ
て
い
る
山

城
で
、
建
物
跡
は

残
っ
て
い
な
い
も

の
の
、堀
や
本
丸
・

二
の
丸
の
跡
が

残
っ
て
お
り
、
現

在
も
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
す
。

中
津
川
左
岸
に
広
が
る
段
丘
面（
米
原
Ⅱ

面
）、通
称〝
沖
ノ
原
台
地
〟は
、標
高
約
４
５
０

ｍ
の
緩
い
起
伏
を
持
つ
台
地
で
す
。こ
の
沖
ノ

原
台
地
の
上
に
こ
ん
も
り
と
広
が
る
台
地
が

あ
り
、そ
こ
に
妙
法
牧
場
な
ど
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
ん
も
り
と
し
た
丘
陵
は
苗
場

山
の
溶
岩
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。龍
ヶ
窪
の
水

は
、そ
の
苗
場
山
の
溶
岩
と
そ
の
下
の
ロ
ー
ム

層
と
の
境
か
ら
湧
い
て
い
ま
す
。

龍
ヶ
窪
の
広
さ
は
約
1.2
万
㎡
、
そ
の
水
深

は
約
1.5
ｍ
で
す
。
平
均
水
温
８
〜
10
℃
、
湧

水
量
は
季
節
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
毎

分
18
〜
30
ト
ン
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。
こ
の

湧
水
量
は
、
広
大
な
龍
ヶ
窪
の
水
が
１
日
で

入
れ
替
わ
る
量
で
す
。
そ
の
水
年
代
は
、
調

査
に
よ
る
と
お
よ
そ
40
年
と
い
う
値
が
導
か

れ
ま
し
た
。
水
質
は
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
量
が
19

㎎
／
ℓ
の
超
軟
水
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
の

龍
ヶ
窪
の
畔
に
は
、
岡
・
谷
内
各
集
落
の
弁

天
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
や
ス
ギ
で

覆
わ
れ
た
佇
ま
い
は
神
秘
的
で
、
数
々
の
龍

神
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

57
個
も
見
ど
こ
ろ
が
あ
る

ジ
オ
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
は

な
じ
ょ
も
ん
に

行
け
ば

も
ら
え
る
よ
！

龍
ヶ
窪
の
水
は

夏
に
ぴ
っ
た
り

だ
ね
！

おじさん、なにしてるんですか～？

おじさんはね、ウッドチップをひいて、
遊歩道を歩きやすくしているんだよ。

水
年
代
…
雪
や
雨
が
大
地
に
浸
み
込
み
、
湧
き

水
と
な
っ
て
地
上
に
出
て
く
る
ま
で

の
時
間
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ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、33
の
地
域
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
現
在
、６
つ
の
地
域
が
苗
場
山
麓
を
含
め
申
請
中
で
す
。

研
究（
学
習
）に
よ
る

活
用
が
進
み
ま
す

認
定
さ
れ
て
も
補
助
金
な
ど
は

一
切
で
ま
せ
ん
！

環
境
保
護
に

役
立
ち
ま
す

観
光
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す

その
1

その
2

その
3

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
形
は
、
い
わ
ば

歴
史
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
質
な

ど
か
ら
そ
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
実
は
水
害

や
土
砂
崩
れ
な
ど
、
災
害
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
の
歴
史
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

れ
か
ら
の
防
災
に
役
立
ち
ま
す
。

　

世
界
遺
産
と
同
じ
く
、
独
特
で
貴
重
な
環

境
を
誇
り
と
し
、
環
境
保
護
の
意
識
を
高
め

ま
す
。

　

改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
た
ち
が
未
来
も
安
心
し
て
暮
せ
る

地
球
の
た
め
に
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
興
味
が
あ
る
人
を
中
心
に
、

日
本
に
限
ら
ず
世
界
中
か
ら
ジ
オ
や
エ
コ
、

カ
ル
チ
ャ
ー
を
体
感
す
る
た
め
に
訪
れ
る
か

た
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

津
南
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
ね
。

　

最
近
、「
世
界
遺
産
」
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
で
話
題
と
な
っ
た
群

馬
県
の
富
岡
製
糸
場
で
す
が
、
ジ

オ
パ
ー
ク
と
同
じ
「
ユ
ネ
ス
コ
」

が
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
一
度
認
定
さ

れ
た
後
も
、
４
年
に
一
度
行
わ
れ

る
審
査
に
よ
り
ジ
オ
パ
ー
ク
ラ
イ

セ
ン
ス
が
剥
奪
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
調
査
研
究

が
必
要
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
認
定
さ
れ
た
ら
終
わ
り
。

で
は
な
く
、
常
に
進
化
し
て
い
く

こ
と
で
、
認
定
取
り
消
し
に
な
ら

な
い
よ
う
継
続
し
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
定
さ
れ
る
、
さ
れ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

今
ま
で
あ
ま
り
地
元
で
も
関
知
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
、
こ
の
大
地
、
自
然
、
文
化
の
つ
な

が
り
を
勉
強
し
、
他
に
は
な
い
こ
の
環
境
を

誇
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

そ
の
活
動
が
ジ
オ
パ
ー
ク
な
の
で
す
。

水温８℃
つめた～い

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
て

え
ら
い
ね
ぇ
～

わ
～
い

ほ
め
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
～

龍ヶ窪を管理している
赤沢の根津さん　陣場下の本山さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
へ
向
け
て

現
地
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
号
よ
り
毎
月
１
つ
ず
つ
ジ
オ
サ
イ
ト
（
現
在
、

津
南
町
と
栄
村
を
あ
わ
せ
て
、
57
の
ジ
オ
サ

イ
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　8 月 4 日、５日と日本ジオパー
ク委員会による現地審査が行われ
ました。ガイド養成講座を受講さ
れたかたの中から当日、実際にガ
イドをお願いし、いくつかのジオ
サイトを巡り苗場山麓をアピール
しました。
※８月 30 日㈯には第 10 回目と

なるガイド養成講座があります
ので、ぜひご参加ください。

　この秋、刊行予定の「津南学 第 3 号」では巻頭グ

ラビアやジオパークの活動の特集、ジオパーク関連で

著名な東京都立大学名誉教授町田先生、野尻湖ナウマ

ンゾウ博物館学芸員の近藤先生らによる講演も収録さ

れています。

真夏には外気と 30 度の温度差にもなる風穴
うっすらと霧がかかります（山伏山）

ジオパーク構想に合わせ、地酒を使ったお菓子などを試
作中の商品開発部を視察

河原から温泉がわき出る切明温泉（栄村・切明）

おたのしみに〜

　なじょもんでは、一緒にジオサイトを紹介してくれ
る子どもたちを募集しています。ジオパーク探検し隊！
に参加してみませんか？
お問い合わせ　ジオパーク推進室（なじょもん）
　　　　　　　℡ 765-5511

ま
ち
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

日本ジオパークに認定される
といいねぇ！
ジオパークにちなんだお菓子
や、活動を特集した本も予定
されているよ。
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 大自然と満開のひまわりに囲まれて
— 7/27　ひまわりウエディング —

 夕暮れ・夜間は明るい服装と反射材を身に付けましょう
— 7/11　交通安全出前講座（宮野原白

し ろ が ね か い

金会） —

 頭も体も使います
— 7/20　oni game in 中津川運動公園 —

 津南の天然水 町内で発売
— 8/6　津南の天然水自販機が設置されました —

Tsunan Event Sketch.

　今回で10周年を迎える夏の風物詩、ひまわりウエディング。
　今年も祝福の雨が降りましたが、満開のひまわりとスタッフ
40名、参列者120名の史上最大規模の式は、全員が忘れられ
ない思い出になったことでしょう。

　津南町交通安全協会では、女性部による「交通安全出前
講座」を行っております。30 分程度お時間をいただければ、
各集会で交通安全講座を行います。お気軽にご連絡ください。

（受付先：総務課　℡ 765 － 3112）

　「大人の本気鬼ごっこ」走るだけではなく、だるまさんがこ
ろんだ、や正しいラジオ体操など体も頭も使うように工夫され
ていました。
　参加者は子どものころに戻ったように楽しんでいました。

　この春から販売の始まっている、㈱ファミリーマートの「津
南の天然水」がようやく津南町役場に自動販売機が設置され、
お買い求めいただけるようになりました。また 8 月下旬ごろ町
内のお店でも小売りが始まる予定です。詳しくは津南町商工会

（℡ 765 － 2301）までお問い合わせください。

↑老人クラブ・宮野原白金会さんが出向いて、交通安全講座をしました。

↑５チームに分かれて鬼と戦いました

↑ 555ml ペットボトルが 100 円で売られています。

↑新郎新婦もスタッフもプロデュースした学生も最後はみんな笑顔でパシャリ

↑新郎新婦がカクテルを振る舞う演出も
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祭

①［津南小音楽サークル］毎年恒例の津南小学校音楽サーク
ルの演奏。津南まつりを華やかにもり立ててくれました。

②［ラムネ早飲み大会］夏と言えばラムネ！優勝者にはラムネを
かたどったトロフィーが授与されました。

③［大声コンテスト］日頃思っていることを思いっきり叫び声の
大きさを測るコンテスト、大人の部、今年度優勝の内山裕介
さんはラムネ早飲みと合わせ２冠達成。

④［トークショー］意外に多い？津南出身の有名人によるトーク
ショーが開催さました

⑤［DSSダンスキッズ］毎年、夏まつり・雪まつりを盛り上げてく
れるダンスキッズ。今年も元気よく踊りました。

⑥［フィナーレ花火］ステージイベントが終わった後は、満開の
花が夜空を照らしました。

⑦［おまつりパレード表彰式］有力ライバルを押さえ、念願の初
優勝を果たしたS56。

⑧［うしろシティ凱旋ライブ］お笑い芸人「うしろシティ(金子さ
ん：左　は津南町出身)」のライブはたくさんの人が集まりま
した。

⑨［クライミング体験会］臨時のウォールクライミングは子ども
に大人気でした。

⑩［足湯ならぬ、足水?!］燕市からおいでいただいたお客様を
ぱちり。熱気もあり暑い一日に気持ちよさそうでした。

⑪［竜神太鼓］芦ヶ崎小学校６年生を中心として受け継がれて
いる伝統の太鼓。竜がごとく、迫力ある演奏でした。

⑫［つなん火焔太鼓］夏らしく、浴衣と扇子で会場を魅了しまし
た。

地域振興課
観光班

保坂　大輔

第35回 

津南町の真夏の風物詩、津南まつりが、7月26日に行われました。
国道117号を通行止めにして行われる大民謡流しのほか、たくさ
んのイベントで盛り上がりました。その一部を紹介します。

17

8

910

11

12

23

4

5

6

津南まつり
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

　

４
月
５
日
に
国
道
３
５
３
号　

十
日
町
市
葎む
く
ら

沢ざ
わ

地
内
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。そ
の

後
約
４
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、全
面
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、８
月
６
日
か
ら
、時
間
帯

指
定
で
の
片
側
交
互
通
行
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

通
行
可
能
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

午
前
７
時
〜
午
前
８
時
ま
で

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
ま
で

　

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
ま
で

　

右
記
以
外
は
、今
ま
で
と
お
り
全
面
通
行
止

め
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
ま
で

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
５
２
０
３

　

今
年
度
３
回
目
と
な
る
専
門
医
に
よ
る
認
知

症
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保

健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、就
職
し
て
い
な
い
看
護
職
員（
保
健
師
、

助
産
師
、看
護
師
、准
看
護
師
）が
安
心
し
て
就

職
で
き
る
よ
う
に
、再
就
職
に
向
け
た
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程　

９
月
10
日
㈬
、11
日
㈭

■
会
場　

県
立
十
日
町
病
院

■
内
容　

講
義
・
演
習「
い
ろ
い
ろ
な
現
場
で
使

え
る
救
命
救
急
処
置
」、病
棟
実
習

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方
、高
齢
者
に
関
す

る
悩
み
を
抱
え
る
家
族
を
対
象
に
、法
律
に
関

す
る
悩
み
ご
と
に
弁
護
士
が
お
答
え
す
る「
無

料
弁
護
士
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
26
年
９
月
10
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会　

相
談
室

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
津
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、９
月

13
日
㈯
・
14
日
㈰
の
２
日
間
を
全
県「
子
ど
も
の

人
権
相
談
日
」と
し
て
、人
権
擁
護
委
員
が
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
次
の
と
お
り

　

家
庭
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
レ
シ

ピ
や
調
理
方
法
な
ど
、「
食
」に
関
す
る
省
エ
ネ
・

省
資
源
の
エ
コ
な
取
組
み
を
募
集
し
、
優
れ
た

取
組
み
を
表
彰
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
か

た
に
は
「
ト
ッ
キ
ッ
キ
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
に
在
住
、
通
勤
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
家
族

■
応
募
期
限
　
９
月
30
日
㈫

■
主
催
　
新
潟
県
環
境
会
議

■
詳
細
お
よ
び
応
募
方
法

　

新
潟
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
iig

ata.lg
.jp

/
kankyokikaku/1278543731522.htm

l

国
道
3
5
3
号（
十
二
峠
）

通
行
可
能
時
間
帯
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
第
３
回

認
知
症
相
談
会
の
お
知
ら
せ

看
護
職
員
再
就
職
支
援
講
習
会
の

参
加
者
募
集

弁
護
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

全
県「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

（
電
話
相
談
）の
実
施
に
つ
い
て

エ
コ
ラ
イ
フ
コ
ン
テ
ス
ト

■
日
時　

平
成
26
年
９
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

稲
月
先
生

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

９
月
11
日
㈭　

た
だ
し
、定
員

（
４
名
）が
あ
り
ま
す
の
で
、定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

今
年
度
同
相
談
会
を
あ
と
１
回
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
参
加
費　

無
料

■
応
募
期
限　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
２
３
３
‐
６
０
１
１

受
け
付
け
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広
く

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
。

■
電
話
番
号　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。）

■
開
催
日
時　

９
月
13
日
㈯
・
９
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
法
務
局
内
）

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

津
南
町
役
場
税
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３
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■
対
象　

Ｏ
Ａ
の
基
礎
か
ら
応
用
へ
と
学
び
、

就
職
を
希
望
す
る
人（
定
員
20
人
）。

■
期
間　

平
成
26
年
10
月
２
日
㈭
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
26
日
㈭

■
時
間　

平
日
午
前
９
時
20
分
〜

　
　
　
　

午
後
３
時
50
分

■
会
場　
（
予
定
）ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ

　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
伊
達
３
）

■
受
講
料　

無
料
。但
し
、テ
キ
ス
ト
代
受
験
料

等
自
己
負
担
あ
り

■
申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切　

平
成
26
年
９
月
３
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

■
対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
知
識
・
技
能

を
習
得
し
、就
職
を
希
望
す
る
人（
定
員
10
人
）。

■
期
間　

平
成
26
年
10
月
24
日
㈮
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
20
日
㈮

■
時
間　

平
日
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
４
時
10
分

■
会
場　

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
（
十
日
町
市
）

■
受
講
料　

無
料
。但
し
、テ
キ
ス
ト
代
受
験
料

等
自
己
負
担
あ
り

■
申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切　

平
成
26
年
９
月
26
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

　

化
学
の
専
門
家
で
あ
り
、テ
レ
ビ
な
ど
で
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
お
馴
染
み
の
淑
徳
大

学
教
授　

北
野
大
氏
を
塾
長
と
す
る「
津
南
・
北

野
大
塾
」が
い
よ
い
よ
開
講
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。当
日
は
、開
講
式
の
後
、第
一
部
と
し

て
新
潟
県
出
身
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
中
継
で
お

馴
染
み
の
元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、松

永
二
三
男
淑
徳
大
学
教
授
に
よ
る「
正
月
の
風

物
詩
・
箱
根
駅
伝
の
裏
側
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
中
継

の
楽
し
み
方
」と
題
す
る
講
演
を
、ま
た
第
二
部

と
し
て
北
野
塾
長
と
副
塾
長
で
あ
り
環
境
問
題

の
専
門
家
で
あ
る
新
潟
薬
科
大
学
名
誉
教
授　

　

地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
を
募
集
し
、

優
れ
た
取
組
み
を
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

か
た
、
県
内
に
事
務
所
を
有
す
る
か
ま
た
は
県

内
を
活
動
範
囲
と
す
る
法
人
・
団
体

■
応
募
期
限　

９
月
30
日
㈫

■
主
催　

新
潟
県
環
境
会
議

■
詳
細
お
よ
び
応
募
方
法

　

新
潟
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
iig

ata.lg
.jp

/
kankyokikaku/1245355330027.htm

l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
環
境
企
画
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
４
９

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
２
期 

平
成
26
年
10
月
入
校
生
募
集

事
務
系
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科 

平
成
26
年
10
月
入
校
生
募
集

津
南
・
北
野
大
塾
開
講
式
が

い
よ
い
よ
開
講
さ
れ
ま
す

第
19
回
新
潟
県
環
境
賞

及
川
紀
久
雄
氏
に
よ
る「
食
と
健
康
」と
題
す
る

ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。ま
た
、講
演
終
了
後
、講

師
を
囲
ん
で
食
事
を
し
な
が
ら
の
懇
談
も
予
定

し
て
い
ま
す
。是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
期
日　

８
月
30
日
㈯　

午
後
４
時
〜
６
時
半

■
会
場　

竜
ヶ
窪
温
泉　
「
竜
神
の
館
」

■
参
加
費　

開
講
式
、第
一
部
、第
二
部
に
つ
い

て
は
無
料　

懇
親
会
に
つ
い
て
は
会
費
３
千
円

■
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

先
着
50
名
程
度
と
し
、直
接
お
電
話
い
た
だ

く
か
、竜
ヶ
窪
温
泉
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
申
し
込
む

事
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
段
地
区
連
絡
協
議
会

　
（
竜
神
の
館
内　

涌
井
九
八
郎
）

　

℡
７
６
５
‐
５
８
８
８

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき
建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中
小企業の振興を目的として設立された退職金制
度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた
日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に
貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめた
ときに建退共から退職金を支払うという、いわば
業界全体での退職金制度です。
■加入できる事業主 : 建設業を営む方
■対象となる労働者 : 建設業の現場で働く人
■掛金 : 日額310円

【特　長】
　国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡

単です。経営事項審査で加点評価の対象となり
ます。掛金の一部を国が助成します。

◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、
個人では必要経費として扱われ、税法上全額非
課税となります。

　事業主が変わっても退職金は企業間を通算し
て計算されます。

【建退共制度の特例措置のお知らせ】
　建退共では、地震等により災害救助法が適用さ
れた皆様に対し、各種手続の特例措置を実施して
おります。

【建退共から事業主の皆様へのお願い】
・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正

に貼付して下さい。
・｢建設業退職金共済手帳」を所持している労働

者が、建設業界を引退するときは、忘れずに
退職金を請求するよう指導して下さい。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、
Q&Aなど建退共制度の知りたい情報が記載され
ています。ぜひ、アクセスしてご覧下さい!!
※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合

わせ下さい。
℡025－285－7117

知っていますか? 建退共制度



広報 10平成26年8月号

　

一
人
一
人
が
こ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て

き
た
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。大
き
な
拍
手

を
お
送
り
し
ま
す
。入
賞
者
の
内
、各
種
目
上
位

３
位
ま
で
を
掲
載
し
ま
す
。

（　

）は
学
校
名
、敬
称
略
、新
は
、大
会
新
記
録

■
５
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
島
田
帆
菜（
津
南
）②
藤
原
千

奈（
津
南
）③
藤
野
美
咲（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
福
島
有
紗（
津
南
）②
藤
ノ
木

彩
加（
中
津
）③
桑
原
麻
凛（
外
丸
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
福
島
有
紗（
津
南
）②
桑
原
麻

凛（
外
丸
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
藤
原
千
奈（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
島
田
帆
菜（
津
南
）②
南

雲
亜
由
佳（
外
丸
）

第
46
回
津
南
町
小
学
校  

親
善
水
泳
大
会
結
果

（
７
月
29
日
開
催
　
会
場

：

津
南
小
学
校
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
関
沢
桃
加（
芦
ヶ
崎
）②
藤
ノ

木
彩
加（
中
津
）③
板
場
ま
ど
か（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
小
野
塚
優
月（
津
南
）

②
関
沢
桃
加（
芦
ヶ
崎
）

■
５
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
髙
波
拓
朗（
津
南
）②
石
沢
朋

輝（
上
郷
）③
根
津
明
人（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
自
由
形
①
髙
波
拓
朗（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
根
津
明
人（
芦
ヶ
崎
）②
石
澤

広
気（
芦
ヶ
崎
）③
齋
喜
幸
成（
外
丸
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
滝
沢
育
矢（
芦
ヶ
崎
）②
大
島

拓
斗（
津
南
）③
髙
波
仁（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
涌
井
悠
吏（
上
郷
）②
小
林
琉

華（
津
南
）③
千
葉
颯
太（
津
南
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
小
島
陽
真（
外
丸
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
滝
沢
育
矢（
芦
ヶ
崎
）

■
６
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
小
島
弥
子（
津
南
）②
根
津
歩

奈（
芦
ヶ
崎
）③
髙
橋
結
愛（
中
津
）

100
ｍ
自
由
形
①
風
巻
奈
沙（
外
丸
）②
根
津
歩

奈（
芦
ヶ
崎
）③
福
原
鈴
花（
外
丸
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
薗
部
一
歩（
津
南
）②
渡
邊
倫

（
中
津
）③
高
橋
佳
世（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
薗
部
一
歩（
津
南
）②
渡
邊　

倫（
中
津
）③
福
原
真
宝（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
風
巻
奈
沙（
外
丸
）②
中

島
穂
香（
上
郷
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
小
島
弥
子（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
日
熊
千
穂（
津
南
）②
福
原
莉

子（
外
丸
）③
中
澤
彩（
中
津
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
福
原
莉
子（
外
丸
）②
富
澤
梨

花
子（
中
津
）③
樋
口
真
南（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
日
熊
千
穂（
津
南
）②

福
原
鈴
花（
外
丸
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）タ
イ

新
（
２
分
38
秒
２
）①
津
南
Ａ
②
外
丸
③
津
南

Ｂ200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）新
（
２
分

20
秒
２
）①
津
南
Ａ
②
津
南
Ｂ
③
外
丸
Ａ

■
６
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
林
亮
太（
津
南
）②
高
橋
健
一

（
津
南
）③
石
沢
宏
郎（
上
郷
）

100
ｍ
自
由
形
①
髙
橋
駿（
芦
ヶ
崎
）②
村
山
晴

斗（
津
南
）③
村
山
克
輝（
外
丸
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
樋
口
龍
斗（
中
津
）②
高
橋
健

一（
津
南
）③
髙
波
宙
八（
上
郷
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
島
田
季
尚（
津
南
）②
矢
口
竜

也（
津
南
）③
樋
口
龍
斗（
中
津
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
市
村
拓
夢（
津
南
）②
大

平
拳
吾（
津
南
）③
風
巻
陽
翔（
外
丸
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
風
巻
陽
翔（
外
丸
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
石
沢
宏
郎（
上
郷
）②
中
澤
優

希（
中
津
）③
藤
ノ
木
勝
吾（
津
南
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
村
山
克
輝（
外
丸
）②
本
山
雄

太（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
島
田
季
尚（
津
南
）②

髙
橋
駿（
芦
ヶ
崎
）③
大
平
拳
吾（
津
南
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
津

南
Ａ
②
津
南
Ｂ
③
外
丸

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
津
南

Ａ
②
津
南
Ｂ
③
外
丸
Ａ
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効
率
よ
い
体
重
管
理
を

院
長
　
　
阪
本
　
琢
也

男
性
は
30
代
よ
り
体
重
増
加
が
見
ら
れ
、
20
代

前
半
の
理
想
体
重
か
ら
平
均
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
増
加

し
ま
す
。
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
体
重
が
増
加
す
る

と
、
血
糖
、
血
清
脂
質
や
血
圧
の
上
昇
傾
向
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
原
因
は
食
習
慣
に
よ
る
と
さ

れ
、
朝
の
欠
食
、
昼
は
軽
め
、
遅
い
時
間
の
夕
食

に
一
番
カ
ロ
リ
ー
が
集
中
し
、
飲
酒
、
外
食
の
頻

度
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
夕
方
に
な
る
と
自

律
神
経
は
寝
る
た
め
の
準
備
を
始
め
、
摂
取
し
た

カ
ロ
リ
ー
は
効
率
良
く
吸
収
、
脂
肪
と
な
っ
て

貯
蔵
さ
れ
て
体
重
増
加
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
減
量
の
た
め
に
は
、
夕
食
の
炭
水
化

物
制
限
が
効
果
的
で
す
。
お
茶
碗
一
杯
分
の
ご

飯
、
２
０
０
カ
ロ
リ
ー
を
節
約
す
る
と
、
月
に

６
０
０
０
カ
ロ
リ
ー
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
計
算

上
７
０
０
０
カ
ロ
リ
ー
の
節
約
が
、
体
重
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
の
少

し
ず
つ
の
減
量
と
、
週
末
の
小
１
時
間
の
有
酸
素

運
動
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
月
に
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
年
で
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
減
量
が
可
能
で
す
。
一

度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

～
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
～

　

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
基
礎

年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
満
額
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳

に
な
る
ま
で
に
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
か
た
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
も
し
く
は

役
場
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
か
た
へ

～
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
～

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
か
た

と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か

ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔7月〕
	22日～24日	 平成26年第2回定例会
	 26日	 津南まつり
	 27日	 青戸こはるびの里夏祭り
	 30日	 平成26年度一般国道353号十二峠
	 	 新トンネル開削期成同盟会総会
	 31日	 平成26年度上越魚沼地域振興快速道路
	 	 建設促進期成同盟会総会
〔8月〕
	 1日	 津南地域衛生施設組合第2回定例会
	 1日	 飯山市市制施行60周年記念式典

	 6日	 十日町市立中里なかよし保育園、
	 	 同中里体育館視察(総文福祉常任委員会)
	 6日	 公共土木関係事業上部機関要望（産業建設常任委員会）
	 7日	 全員協議会

＜今後予定されている行事＞
〔8月〕
	21日～22日	 県外視察(産業建設常任委員会)
	 28日	 東京電力水力発電施設等視察（全議員）
	 29日	 新潟県町村議員研修（新潟市）
	 29日	 第3回津南町議会定例会一般質問締切
〔9月〕
	 1日	 議会運営委員会
	 1日	 全員協議会
	 4日	 作況調査（産業建設常任委員会）
	8日～12日	 第3回定例会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3400日	 高橋美佐子（見玉）
	 2200日	 大倉トヨ（小下里）
	 900日	 若井栄一（穴山）、大倉アサ子（小下里）
	 100日	 半戸琉哉（朴木沢）、涌井アイ（相吉）

主な運動：健骨体操、ランニング、水泳
	 	 ホッケー、ジョギングなど

健康体力づくり100日運動
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突
然
、
自
分
の
体
に
異
変
が
起
き
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

病
院
へ
行
っ
て
き
ち
ん
と
診
察
を
受
け

ま
す
か
？
そ
れ
と
も
、『
す
ぐ
に
良
く
な

る
さ
！
』
な
ん
て
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ほ

っ
て
お
き
ま
す
か
？
私
は
、
後
者
の
ほ
う

で
す
。

こ
の
本
の
著
者
で
も
あ
る
山
口
隼
人
さ

ん
は
、
工
事
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
爪
先
の
感
覚
が
お
か
し
い
と
感

じ
、
そ
の
う
ち
治
る
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん

で
ほ
っ
て
お
き
ま
し
た
。

日
を
追
う
ご
と
に
悪
化
し
、
歩
き
方
に

異
変
が
起
き
、
足
に
力
が
入
ら
な
い
、
電

車
の
つ
り
革
す
ら
つ
か
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
体
の
疲
れ
も
と
れ
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
に
な
っ
て
初
め
て
病
院
を
受

診
し
よ
う
と
考
え
た
山
口
さ
ん
。
受
診
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
っ
て
…
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し

ょ
う
け
ど
、
病
院
嫌
い
の
私
も
彼
と
同
じ

か
も
し
れ
な
い
で
す
。

結
局
、
最
初
に
行
っ
た
病
院
で
は
、『
ギ

弥生 ―Ma r c h―

ACTIONリーダー育成委員会／文　諏訪　緑／絵

『えちごのこころ　　　　　　　
　　～伝えよう！！利他の想い～』

　新潟には、友人や地域の人のために命を懸けた偉人た
ちがいました。

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
が
終
わ
り
ま
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご

せ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
？
わ
が
ま
ま
を
た

く
さ
ん
言
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
も
い
る

の
で
は
？

　

今
月
の
１
冊
で
紹
介
す
る
絵
本
の
主
人

公
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
分
か
っ
て
で
わ
が

ま
ま
な
男
の
子
で
す
。
こ
の
男
の
子
、
お

も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
で
友
達
と
け
ん
か
を

し
た
り
、
嘘
を
つ
い
て
学
校
を
休
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
夢
の
中

で
新
潟
県
の
偉
人
た
ち
（
涌
井
藤
四
郎
、

松
尾
与
十
郎
、
小
林
虎
三
郎
、
堀
部
安
兵

衛
、
鈴
木
牧
之
、
上
杉
謙
信
）
に
出
会
い

ま
す
。
こ
の
出
会
い
で
偉
人
た
ち
の
利
他

の
想
い
を
知
り
、
利
他
と
は
何
か
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
絵
本
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青

年
会
議
所
の
北
陸
信
越
地
区
新
潟
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
様
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

近
年
は
、
社
会
や
他
人
の
こ
と
を
考
え
ず
、

自
分
の
利
益
や
快
楽
だ
け
を
追
求
す
る
利

己
主
義
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

県
内
の
子
ど
も
た
ち
に
、
正
し
き
行
い
や

思
い
や
り
と
い
っ
た
心
の
豊
か
さ
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
作
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
こ
の
絵
本
を
大
人
が
読
み

聞
か
せ
、
小
さ
な
こ
と
で
も
誰
か
に
〝
あ

り
が
と
う
〟
と
言
っ
て
も
ら
え
る
行
い
を

し
て
、
ぜ
ひ
利
他
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

休　

館　

日

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

８
月
25
日
㈪
・
９
月
29
日
㈪

7 月の新着図書
【大人の本】
●2014年、上半期ベストセラー
　『人生はニャンとかなる！』
　水野敬也／著　文響社
●ジャンクフードの恐怖
　『フードトラップ』
　マイケルモス／著　日経BP社
●ありそうでなかった本格縄文時代小説
　『二千七百の夏と冬』
　荻原浩／著　双葉社
【子どもの本】
●心の豊かさとは何だと思いますか？
　『世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ』　
　くさばよしみ／編　中川学／絵　汐文社
●よみきかせ日本昔話
　『うらしまたろう』
　令丈ヒロ子／文　たなか鮎子／絵　講談社
●10年前とは主食が違っています。
　『はじめてのうさぎの育て方』
　岡野祐二／監修　大泉書店

その他、寄贈本含め69冊が新着となっております。

　

津
南
町
公
民
館
図
書
室
に
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
ビ
デ
オ
等
、
視
聴
覚
資
料
は
置
い
て
い

ま
せ
ん
が
、
十
日
町
情
報
館
か
ら
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
覧
は
図
書
室
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
職

員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

本とわたし
−冨

とみざわ

沢　由
ゆ い

衣さんから

著者／山口隼人　日本文学館

みゅうの足パパにあげる
紹介する本

大
おおひら

平	美
み え

恵さん（割野）

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−
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つ
な
ん
の
文
芸

ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
（
５
万
人
に
１

人
の
発
症
率
。
一
過
性
の
病
気
で
１
～
４

週
間
で
症
状
の
極
期
、
そ
の
後
改
善
さ
れ

る
）』
と
診
断
さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
も
誤
診
。

実
際
は
『
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経

炎
（
10
万
人
に
１
人
の
発
症
率
。
完
治
は

な
い
）』
で
し
た
。

現
在
の
日
本
は
、
障
害
を
持
つ
方
達
に

と
っ
て
住
み
良
い
環
境
な
の
で
し
ょ
う

か
？実

際
に
自
分
が
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

な
に
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
お

願
い
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
勇
気
が
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
だ
っ
て
声
を
掛
け
て
手

助
け
で
き
る
の
か
と
言
わ
れ
た
ら
、
簡
単

に
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
お
互
い
少
し
ず
つ
で
も
勇
気
を

出
せ
た
ら
、
声
を
出
せ
た
ら
、
も
っ
と
住

み
良
い
環
境
な
気
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
冊

で
し
た
。

次
は
、
娘
の
同
級
生
の
お
母
さ
ん
。

桑
原
香
織
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

遠と
お

く
住す

む
息む

す

子こ

が
連つ

れ
て
来き

し
孫ま

ご

を

　
　

抱い
だ

き
ぷ
っ
く
り
し
た
手て

を
握に

ぎ

る	

山
本　

光
一

家う

か

ら族
ら
に
せ
か
さ
れ
初は

つ
ま
ご孫

抱だ

き
上あ

げ
る

　
　

夫つ
ま

は
と
ま
ど
い
お
っ
か
な
び
っ
く
り	

津
端　

恵
子

一ひ
と

日ひ

ご
と
緑

み
ど
り

増ま

し
ゆ
く
橅ぶ

な

林
ば
や
し

　
　

朝あ
さ

の
光

ひ
か
り

の
こ
ぼ
れ
明あ

か

る
し	

貝
澤　

圭
子

初し
ょ

夏か

に
贈お

く

ら
れ
届と

ど

く
枇び

わ杷
の
実み

の

　
　

粒つ
ぶ

の
大

い
お
お

き
く
甘あ

ま

み
に
品
あ
り	

関
谷　

郁
子

少す
こ

し
ず
つ
柄が

ら

に
な
り
ゆ
く
楽た

の

し
さ
に

　
　

一い
ち
だ
ん段

編あ

む
ご
と
か
ざ
し
眺な

が

む
る	

恩
田　

久
美
子

「
ほ
ら
さ
く
ら
草そ

う

の
花は

な

び
ら
は
ハ
ー
ト
型が

た

」
示し

め

せ
ど

　
　

夫つ
ま

は
新し

ん
ぶ
ん聞

読よ

め
り	
丸
山　

直
子

青あ
お
ぞ
ら空

へ
と
続つ

づ

く
青あ

お

田た

の
稲い

ね

揺ゆ

ら
し

　
　

圧お

し
広ひ

ろ

げ
つ
つ
風か

ぜ
わ
た渡

り
ゆ
く	

小
野
寺　

恒
代

「
ビ
ー
ル
冷ひ

や
し
待ま

つ
」
と
ふ
母は

は

の
誕た

ん

生
じ
ょ
う

日び

　
　

約や
く
そ
く束

破や
ぶ

り
し
を
今い

ま

に
悔く

ゆ	

樋
口　

康
子

年ね
ん
れ
い齢

の
折お

り
返か

え

し
な
き
人じ

ん
せ
い生

を

　
　

走は
し

れ
る
わ
れ
に
ゴ
ー
ル
の
見み

え
ず	

内
山　

キ
ク

夢ゆ
め

で
逢あ

ふ
十

じ
ゅ
う

九く

で
逝ゆ

き
し
友と

も

の
顔か

お

　
　

少
し
ょ
う

女じ
ょ

の
ま
ま
な
り
吾わ

が
老お

い
増ま

す
に	

麻
績　

初
恵

病や

む
不ふ

幸こ
う

あ
な
た
も
あ
な
た
も
皆み

な

あ
れ
ど

　
　

こ
の
に
ぎ
や
か
さ
健け

ん

常
じ
ょ
う

者し
ゃ

の
ご
と	

滝
沢　

勝
枝

花か

壇だ
ん

に
は
友と

も

の
姿

す
が
た

は
な
け
れ
ど
も

　
　

白し
ろ

い
紫あ

じ

さ

い

陽
花
た
わ
わ
に
咲さ

け
る
（
友
の
死
亡
）	

風
巻　

京
子

賑に
ぎ

は
へ
る
蛙

か
え
る

の
声こ

え

に
包つ

つ

ま
れ
て

　
　

遠と
お

き
懐お

も

ひ
に
安や

す

ら
ぎ
眠ね

む

る	

月
岡　

ヨ
リ
エ

広ひ
ろ
し
ま島

の
原げ

ん
ば
く爆

記し
る

す
新し

ん
ぶ
ん聞

に

　
　

包つ
つ

ま
れ
届と

ど

く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花は

な	

鈴
木　

綾
子

野の

の
果は

て
の
緑

み
ど
り

し
づ
ま
る
朝あ

さ

の
森も

り

　
　

風か
ぜ

の
渡わ

た

れ
ば
捩よ

ぢ

れ
ふ
く
ら
む	

萩
原　

光
之

長
生
学
園

田た

の
跡あ

と

に
今い

ま

は
草く

さ

伸の

び
木き

も
生は

え
て

　
　

樽た
る

田だ

に
人ひ

と

の
影か

げ

も
ま
ば
ら
に	

滝
沢　

義
正

桐き
り

の
花は

な
あ
ま甘

き
香か

お

り
に
誘さ

そ

わ
れ
て

　
　

日ひ

陰か
げ

選え
ら

び
て
一ひ

と
と
き時

憩い
こ

ふ	

柳
沢　

チ
ヨ

納な

や屋
の
戸と

を
少す

こ

し
細ほ

そ

め
に
開あ

け
や
れ
ば

　
　

巣す

作づ
く

り
す
る
か
燕

つ
ば
め

出で

い入
り
す	

富
沢　

キ
ミ

休
き
ゅ
う

耕こ
う
で
ん田

に
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

広ひ
ろ

が
り
真ま

っ

き黄
な
る

　
　

花は
な

ほ
つ
ほ
つ
と
耀

か
が
よ

い
て
咲
く	

板
場　

寛

真ま

夏な
つ

日び

の
あ
を
き
プ
ー
ル
は
波な

み

立だ

ち
て

　
　

バ
タ
フ
ラ
イ
の
男ま

ご

め

孫
目
で
追お

ひ
か
け
る	

島
田　

眞
之

　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
）

個
人

職
し
ょ
く

員い
ん

の
声
暖

あ
た
た

か
く
包つ

つ

ま
れ
て

　
　

今き

ょ

う日
も
一ひ

と

日ひ

を
心
安や

す

け
く	

清
水　

貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

結
東
萌
木
の
里
吟
行

山さ
ん
そ
う荘

に
男

お
と
こ

が
作つ

く

る
胡き

ゅ
う
り瓜

も
み	

千
年
雄

静せ
い

寂
じ
ゃ
く

の
池い

け

に
釣つ

り
人び

と
や
ま山

の
宿や

ど	

冬
詩
子

薬や
く
そ
う草

を
露ろ

台だ
い

に
干ほ

し
て
夏な

つ

館
や
か
た	

房　

良

す
ぐ
に
巣
へ
戻
る
子こ

燕
つ
ば
め

山や
ま

の
家	

れ
い
子

岩い
わ

清し

水み
ず

掬む
す

ぶ
親お

や

子こ

の
顔か

お

に
跳は

ね	

渡　

舟

大た
い
け
い景

を
完か

ん
せ
い成

さ
せ
し
雲く

も

の
峰み

ね	

貞　

海う
み

の
日ひ

に
青あ

お

嶺ね

望の
ぞ

み
て
峡か

い

を
訪と

ふ	

妙　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
事
故
防
止
の
た

め
に
、
な
る
べ
く
外
出
を
ひ
か
え
て
家
の
中
に

い
れ
ば
安
全
と
思
っ
て
い
る
か
た
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
20
年
の
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
不
慮
の
事
故

発
生
場
所
の
過
半
数
は
家
庭
内
が
占
め
て
い
ま

す
。
家
に
い
る
だ
け
で
は
、
事
故
の
危
険
を
さ

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

居
間
や
寝
室
は
暮
ら
し
の
中
心
と
な
る
場
所

　
「
浴
室
」
は
、
転
倒
の
危
険
が
高
く
、
ま
た

熱
湯
に
よ
る
や
け
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
さ

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、

体
内
に
熱
が
こ
も
り
体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く

働
か
な
い
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る

感
覚
機
能
や
調
整
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
お
り
、

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

〈
水
分
補
給
〉

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
い
た
場
合
は
、
塩
分
も

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

〈
外
出
時
の
準
備
〉

・
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
気
性
の
良
い
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

足
腰
の
機
能
が
衰
え
て
き
て
い
る
高
齢
者
に

と
っ
て
、
階
段
の
上
り
下
り
は
、
そ
れ
だ
け
で

大
き
な
危
険
を
と
も
な
い
ま
す
。
ま
た
、
居
間

な
ど
に
く
ら
べ
て
照
明
が
少
な
い
た
め
に
死
角

も
多
く
、
特
に
夜
間
に
歩
行
す
る
と
き
に
は
事

故
が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

○
階
段
や
廊
下
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
手
す
り
を
連
続
し
て
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

転
倒
や
転
落
防
止
の
た
め
に
、
階
段
や
廊
下

に
は
手
す
り
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
す
べ
り
防
止
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

す
べ
り
や
す
い
靴
下
や
ス
リ
ッ
パ
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
つ
ま
ず
き
防
止
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

階
段
は
も
ち
ろ
ん
廊
下
に
も
、
も
の
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
明
る
い
照
明
や
足
元
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

階
段
や
廊
下
の
照
明
は
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
転
倒
や
つ
ま
ず
き
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、

夜
間
は
足
元
灯
を
つ
け
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

・
生
活
空
間
の
中
心
を「
一
階
」に
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
生
活
の
中
心
と
な
る
居
間
や
寝
室

と
い
っ
た
部
屋
を
一
階
に
移
す
こ
と
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

・
部
屋
の
整
理
整
と
ん
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
歩
く
と
こ
ろ
に
は
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
床
面
の
素
材
や
状
態
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

す
べ
り
防
止
な
ど
の
た
め
に
身
体
状
況
の
合

わ
せ
て
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
畳
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
素
材
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

身
体
状
況
に
合
わ
せ
、
布
団
か
ら
ベ
ッ
ド

に
替
え
る
な
ど
寝
具
の
見
直
し
も
大
切
で
す
。

ベ
ッ
ド
は
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
の
必
要
が
な
く
、

寝
起
き
も
比
較
的
楽
に
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
家
庭
内
事
故
の
多
く
は
「
居
室
」

や
「
階
段
」「
台
所
」
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
応
じ
た
事
故
の
予
防
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

気
を
つ
け
よ
う
高
齢
者
の
家
庭
内
事
故

家
の
中
に
い
れ
ば

安
心
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

「
居
間
・
寝
室
」で
の

　
　

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

「
浴
室
」で
の
事
故
に

　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

「
階
段
・
廊
下
」で
の

　
　

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

居
間
や
寝
室
で
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

高
齢
者
の
家
庭
内
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　

傾
向
と
対
策

で
、
長
い
時
間
過
ご
す
た
め
に
家
財
も
多
く
、

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
要
素
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、
家
財
が
多
い
だ
け
で
も
歩

行
の
邪
魔
と
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の

に
つ
ま
ず
い
た
り
、
す
べ
っ
た
り
し
て
打
撲
や

転
倒
、
骨
折
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ら
に
冬
場
に
は
、
浴
室
と
脱
衣
場
な
ど
と
の
急

速
な
温
度
差
が
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
の
発

症
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

○
浴
室
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
床
を
す
べ
り
に
く
い
素
材
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

　

浴
室
の
洗
い
場
の
床
を
す
べ
り
に
く
い
素
材

の
も
の
に
変
更
し
ま
し
ょ
う
。

・
浴
槽
と
の
段
差
を
減
ら
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

洗
い
場
や
浴
槽
の
床
に
す
の
こ
を
置
く
な
ど

し
て
、
出
入
り
の
段
差
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

・
浴
室
と
脱
衣
場
の
温
度
差
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

浴
室
を
暖
め
て
か
ら
入
浴
す
る
、
冬
場
は
脱

衣
場
を
暖
房
す
る
な
ど
、
温
度
差
を
減
ら
す
工

夫
を
。
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熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、

体
内
に
熱
が
こ
も
り
体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く

働
か
な
い
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る

感
覚
機
能
や
調
整
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
お
り
、

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

〈
水
分
補
給
〉

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
い
た
場
合
は
、
塩
分
も

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

〈
外
出
時
の
準
備
〉

・
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
気
性
の
良
い
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
す
ご
い
‼

　

先
日
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
始
ま
っ
た
経

過
を
お
聞
き
し
た
り
、
一
つ
一
つ
の
動
き
に
意

味
が
あ
る
事
等
お
話
と
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

動
作
の
意
味
が
分
か
る
事
で
今
ま
で
力
が
入

り
過
ぎ
て
い
た
事
が
分
か
っ
た
り
、
楽
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
な
る
ほ
ど
な
ぁ
と
新
た

な
発
見
で
し
た
。　

◎
こ
ん
な
効
果
が
！

①
日
常
生
活
や
仕
事
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い

筋
肉
や
関
節
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
す
事
に

よ
っ
て
柔
軟
性
を
保
持
し
、
筋
力
を
高
め
ま

す
。

②
調
整
力
（
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
体
を
操
作
し
た
り
、
す
ば
や
く
身
体
を
反

応
さ
せ
て
安
全
性
を
高
め
た
り
す
る
機
能
）

や
全
身
の
血
液
循
環
を
良
く
し
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
全
身
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
発
育
・
発
達
の

刺
激
に
な
り
運
動
能
力
が
向
上
し
ま
す
。

　

80
年
以
上
も
親
し
ま
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操

は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
効
果
が
期
待
で
き
る

体
操
だ
っ
た
の
で
す
。

　

各
地
域
を
、
健
康
診
査
等
で
回
っ
て
い
る
と

「
運
動
し
た
い
け
ど
な
か
な
か
時
間
が
無
く

て
」
と
い
う
声
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

そ
う
い
う
方
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
な
ら
短
い
時

間
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
体
が
動
か
せ
る
の
で
お

勧
め
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
齢
に
な
る
と
一
日
寝
て
い
る
と
全
体
の
筋

肉
の
０
．
５
％
が
落
ち
る
と
い
う
事
で
、
体
を

適
度
に
動
か
し
、
使
う
事
が
大
事
で
す
。

　

さ
あ
、
皆
さ
ん
一
日
の
中
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

取
り
入
れ
て
元
気
に
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ヨ
ガ
と
健
康

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
　
　
上か
み
む
ら村

　
香か

織お
り

さ
ん

暦
の
上
で
は
立
秋
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ

が
続
き
ま
す
ね
。
皆
さ
ん
は
夏

バ
テ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

四
季
の
あ
る
日
本
で
は
、
年

間
を
通
し
て
気
温
が
と
て
も
変

化
し
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目

は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま

す
が
、
健
康
な
状
態
を
保
つ
た

め
に
適
度
な
運
動
は
必
要
不
可

欠
で
す
ね
。

　

私
が
紹
介
す
る
運
動
は
ヨ
ガ
で
す
。
ヨ
ガ

と
い
う
と
、『
体
が
と
て
も
柔
ら
か
く
な
い
と

出
来
な
い
運
動
』『
特
殊
な
も
の
』
と
い
う
印

象
が
強
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
事

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
行
っ
て
い
る
ヨ
ガ
で
は
、
ポ
ー
ズ
を
行

う
前
に
時
間
を
か
け
て
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
い
、
充
分
に
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
ヨ
ガ
ポ
ー

ズ
を
行
い
ま
す
。

　

体
が
『
気
持
ち
い
い
』
と
感
じ
る
と
こ
ろ

ま
で
伸
ば
し
、
痛
み
を
感
じ
る
程
無
理
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ヨ
ガ
は
殆
ど
の
筋
肉
を

使
う
運
動
で
す
の
で
、
普
段
あ
ま
り
使
わ
な

い
筋
肉
も
動
か
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ヨ
ガ
の
呼
吸
に
は
ス
ト
レ
ス
を
半

減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

深
い
呼
吸
で
体
は
活
性
化
さ
れ
、
内
臓
の
働

き
も
向
上
し
ま
す
。

　

今
現
在
の
自
分
自
身
の
心
と
体
と
向
き
合

い
、今
あ
る
状
態
を
受
け
入
れ
、少
し
ず
つ
前

進
し
て
い
く
。続
け
る
こ
と
で
柔
軟
性
や
筋
力

が
増
し
、健
康
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

頭
痛
・
肩
凝
り
・
腰
痛
・
冷
え
性
な
ど
の

改
善
・
予
防
に
も
な
る
ヨ
ガ
は
、
と
っ
て
お
き

の
常
備
薬
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

私
が
勤
め
て
い
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
月

曜
日
の
昼
間
と
、
金
曜
日
の
夜
に
ス
ク
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
日
の
自
分
よ
り
少
し
元

気
に
な
る
為
に
、
私
と
一
緒
に
ヨ
ガ
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

ヨガ鳩のポーズ
～楽しく皆で健康づくり～

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

滝沢章子
保健師
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目指せ！
チーム100万歩

こ
の
事
業
は
、
家
族
や
友
人
、
職

場
の
同
僚
な
ど
で
３
人
ま
た
は

５
人
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
１
か
月
間
の

合
計
歩
数
で
１
０
０
万
歩
を
目
指
す
も

の
で
す
。
３
人
で
は
中
々
１
０
０
万
歩

の
達
成
が
難
し
い
場
合
で
も
、
５
人
で

チ
ー
ム
を
作
り
、
日
頃
の
歩
数
を
増
や

す
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
参
加
者
が
増
え
、
６
年
目
と
な

る
今
年
度
（
４
月
〜
６
月
分
）
は
、
３

人
チ
ー
ム
・
５
人
チ
ー
ム
合
わ
せ
て

３
７
９
名
の
方
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
職
場
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
複
数
の
チ
ー
ム
で
参
加
し
て
い
る

事
業
所
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

の
達
成
状
況
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
楽

し
く
取
り
組
め
た
よ
う
で
す
。

秋
（
10
月
）
に
も
実
施
し
ま
す
。
次

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
年
も
町
内
の
事
業
所
か
ら

景
品
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
町
民
の
み

な
さ
ん
の
励
み
と
継
続
に
つ
な
が
る
よ

う
、
町
内
の
事
業
所
か
ら
た
く
さ
ん
の

景
品
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
景
品

は
、
今
回
と
秋
の
２
回
に
分
け
、
抽
選

で
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
提
供
い
た
し

ま
す
。

㈱苗場自動車

㈱ネオックス様

セブンイレブン十二ノ木店様

㈲津南印刷商事様

日本食研㈱津南営業所様

竜神の館様

メルシーつなん様 ニュー・グリーンピア津南様

北越銀行津南支店様 津南町森林組合様

景品の提供をいただいた
事業所のみなさん
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田
の
神
の「
ケ
ン
ギ
」

石
仏
研
究
の
先
駆
者
大
護
八
郎
氏
の
著
書

『
石
神
信
仰
』の
メ
モ
を
読
ん
で
お
り
ま
し
た
ら
、

「
山
の
神
が
春
先
に
な
る
と
里
に
降
り
て
こ
ら
れ

て
田
の
神
の
作
神
と
な
り
、秋
に
は
新
穀
を
嘗な

め

ら
れ
て（
新
し
い
収
穫
物
を
神
に
供
え
る
祭
り
）

山
に
帰
っ
て
山
の
神
と
な
る
。し
か
も
そ
れ
は
や

が
て
祖そ

霊れ
い

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ

は
農
耕
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
日
本
民
俗
の
信

仰
の
最
も
基
本
に
な
る
も
の
で
あ
る
。」と
抜
き

書
き
が
あ
り
ま
し
た
。

津
南
町
で
も
山
の
神
の
信
仰
と
重
な
っ
て
祖

霊
信
仰
が
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
か
ら
大
場
集
落

に
下
っ
て
い
く
と
、三
叉
路
に「
ケ
ン
ギ
」と
い
う

山ぶ

な
毛
欅
の
大
木
に
30
本
余
の
鉄
製
の
宝
剣
が
打

ち
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。（
現
在
、歴
史
民
俗
資

料
館
に
一
部
保
存
）大
場
集
落
の
古
老
か
ら
の
聞

き
取
り
の
メ
モ
に
、山
に
は
ご
先
祖
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
。死
ん
だ
人
の
霊
は
必
ず
山
に
行
く
。子

ど
も
や
孫
の
供
養
を
受
け
て
や
が
て
清
め
ら
れ

て
仏
様（
祖
霊
）と
な
る
。「
ケ
ン
ギ
」は
祖
霊
の
住

む
山
の
神
の
十
二
様
の
木
で
、熊
狩
り
を
す
る
と

き
は
必
ず
お
参
り
し
た
も
の
だ
。お
供
え
に
は
濁

り
酒
と
、米
粉
の
焼
き
団
子
と
つ
ま
み
を
少
々
持

参
し
て
、い
っ
し
ょ
に
い
っ
た
仲
間
と
お
下
が
り
を

頂
戴
し
た
も
の
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

炭
焼
き
に
入
る
と
き
も
、山
の
幸
を
収
穫
す
る
と

き
も
お
参
り
し
た
も
の
だ
と
も
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、春
は
豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
願
う
作さ
く

神
様
と
し
て
お

参
り
し
た
も
の
だ
と
も
、そ
の
時
の
メ
モ
に
あ
り

ま
し
た
。な
ぜ
そ
の
時
、山
の
神
の
神
木「
ケ
ン

ギ
」を
、田
の
神
と
し
て
も
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、

最
近
ま
で
気
付
か
ず
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、

気
付
い
て
お
れ
ば
田
の
神
の
お
参
り
の
仕
方
も

詳
し
く
聞
け
た
の
に
と
後
悔
し
き
り
で
す
。

人
間
は
生
き
る
た
め
の
不
安
の
中
に
信
仰
が

生
ま
れ
宗
教
も
育
ち
ま
し
た
。生
き
て
い
く
た

め
に
は
何
よ
り
も
、ま
ず
食
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

先
祖
は
五
穀
豊
穣
だ
け
で
な
く
、生
き
る
こ
と
に

必
要
な
自
然
現
象
も
動
植
物
の
豊
穣
も
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
ら
す
べ
て
に
神
格

化
を
認
め
て
き
ま
し
た
。

田
の
神
は
稲
作
を
守
護
す
る
神
様
で
、津
南
で

は
田
の
神
の
総
称
の
ほ
か
に
作
神
様
、農
神
様
と

も
呼
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、漁
労
神
で
あ
る
恵

比
須
・
大
黒
天
を
田
の
神
と
考
え
て
も
い
ま
し
た
。

大
変
複
雑
な
神
様
で
す
。

夏
が
終
わ
れ
ば
、
運
動
の
秋
が
目
の
前
に

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
三
宅
宏
実
さ
ん
ら

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
会

宝剣の打ち込まれている「ケンギ」

津南町船山　歴史民俗資料館

　

８
月
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
暦
の
う
え
で

は
秋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
と
言
え
ば
、
食
欲

の
秋
で
も
あ
り
ま
す
が
、
運
動
の
秋
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
Ｔ
ａ
ｐ
が
提
案
す
る
簡
単
な
運

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
３
つ
の
教
室
の
中

で
、
自
分
に
あ
っ
た
運
動
機
会
を
見
つ
け
て
、

初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
教

室
の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の

三
宅
宏
実
選
手
ら
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

全
日
本
女
子
チ
ー
ム
が
、
８
月
６
日
に
津
南
町

の
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
約
25
人
と
交
流

会
を
し
ま
し
た
。

　

三
宅
選
手
は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
む
こ
と
が

大
切
」
な
ど
と
子
ど
も
た
ち
に
話
、
実
際
に
世

界
で
戦
っ
て
い
る
選
手
が
子
ど
も
た
ち
の
前
で

重
量
を
挙
げ
て
、
見
本
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん

か
ら
タ
オ
ル
や
帽
子
に
サ
イ
ン
を
も
ら
い
、
興

奮
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
県
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
事
業
を
受
け
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
を
津
南
町
に
推
進
し
て
い
く
活
動
の
一
つ
で

す
。
今
後
は
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
に
も

触
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
教
室

や
イ
ベ
ン
ト
の

計
画
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
今

後
の
活
動
へ
の

参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

教室・イベント 内容 日程 対象

エアロビクス
（会場：総合センター）

簡単にできる

エアロビクス教室

毎週月曜

昼・夜
40歳以上

ぴんぽん卓球
（会場：総合センター）

女性に大人気！

卓球教室

月曜＝夜

水曜＝昼
40歳以上

ロコチャレ60
（会場：そだき苑）

運動習慣を身に

つける教室

火曜

10:30 ～
60歳以上

■お問い合わせ先：Tap事務局（総合センター内）

　　　　　　　　　℡765-5776

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

207
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農
業
委
員
会
の

窓

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
津
南
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
７
月
１
日
に
告
示

さ
れ
、
立
候
補
者
が
12
人
の
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
選
挙
委
員
12
人
、
選
任
委
員
６
人

の
計
18
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

３
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
農
業
委

員
の
統
一
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

津
南
町
で
は
、
新
人
11
人
を
含
め
、

地
域
か
ら
の
選
挙
委
員
が
12
名
、
議

会
、
農
協
、
土
地
改
良
区
、
共
済
組

合
か
ら
の
選
任
委
員
が
６
名
の
18
名

の
委
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
に
は
女
性
委
員
が
３
名
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
地
域
の
農
業
・

農
村
の
発
展
の
た
め
、
優
良
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
、担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
農
地
制
度
の
適
正
執
行

と
農
業
振
興
に
向
け
た
構
造
政
策
の

推
進
を
行
政
委
員
会
と
し
て
担
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
昨
今
の
農
業
委
員

会
改
革
案
で
は
、
委
員
数
の
半
減
や
、

選
出
方
法
が
選
挙
か
ら
市
町
村
長
に

よ
る
選
任
制
に
改
め
ら
れ
る
動
き
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
農
業
委
員
会
が

果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
変
わ
り
は

な
く
、
留
ま
る
こ
と
な
く
活
動
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
の
一
人
ひ
と
り
は
、
農

家
の
皆
様
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
で
あ

り
、
ま
た
農
業
者
で
あ
り
ま
す
。
め

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
農
業
施
策
を
い

ち
早
く
理
解
し
農
家
に
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

会長　涌井　直

宮澤　嘉孝
（卯ノ木）

中山　國廣
（外丸）

滝沢　茂光
（赤沢）

高橋　悦子
（谷内）

根津　秀人
（石坂）

滝沢　繁
（宮野原）

桑原　京子
（十二ノ木）

振興部会長
村山　道明

（割野）
樋口　則郎

（船山）

会長職務代理
涌井　益夫

（穴山）

桑原　幸枝
（貝坂）

農政部会長
桑原　高三
（十二ノ木）

振興部副部会長
藤ノ木　稔

（堂平）
藤ノ木敬一郎

（太田新田）

農政部副部会長
八重沢　敏明

（亀岡）
島田　福一

（宮野原）
清水　作一郎

（田中）
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津南三大盆踊り
今年も津南地区で盆踊り大会が行われ、親戚や友人と久々の再会に笑顔が溢れました。

■お問い合わせ
　津南町観光協会
　℡765ー 5585

新じゃがの冷たいスープ
　山々は色濃く美しく、田も一面深い緑色です。（７月
記）この広報が届く頃には、稲穂が出揃いいよいよ季
節は秋へと移ろう時期ですね。
　今号は、当地域でまだまだ種類多く収穫できる夏野
菜「新玉ねぎ」と「新ジャガイモ」を使った冷たいスー
プを紹介します。

【材料（2 ～３人分）】
　ジャガイモ（小）３個、玉ねぎ1/2個、バター 10g、
　牛乳400cc、塩小さじ1、こしょう少々、パセリ少々

【作り方】
①玉ねぎとジャガイモは皮をむき薄切りに切り、バ

ターでよく炒める。牛乳を半量入れて少し煮る。
②①をミキサーにかけたら、残りの牛乳を入れ、今

度は軽くミキサーにかける。塩、こしょうで味を
調えて冷蔵庫で冷やして出来上がり。

③仕上げにパセリのみじん切りを散らす。

【ポイント】
　冷やすと、ジャガイモの粘りが出て固まることがあ
るので、そのときはさらに牛乳を加えて召し上がって
ください。
　畑の常備野菜、暑い夏は冷たく冬は温かくいただけ
る、おすすめの一品です。

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　阿部　和子（美穂）

８月13日

第11回中津地区盆踊り大会
８月14日

なじょもん夏まつり
８月15日

三箇大まつり

かぁ〜らす踊
りを

　　　踊らね
かぁ〜



戸 籍 の 窓

■人口10,424（−24）　男5,082（−7）　女5,347（−17）

■世帯数3,592（1）　■転入／ 7　■転出／ 22　■出生／ 4　■死亡／ 13　■婚姻／ 6８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展「魚沼地方の先史文化」
　会　期／平成26年9月6日㈯〜 11月9日㈰
　入館料／大人 300円
　　　　　中学生以下 無料
　津南町を中心とした、魚

沼地方における旧石器時代

〜弥生時代の自然環境など、

最新の研究成果をご覧いた

だきます。

●津南シンポジウムⅩ
　「沖ノ原式期の文化様相
　　　　―縄文時代中期末葉の越後を探る―」
　日　時／ 10月25日㈯13:00 〜 26日㈰15：00
　縄文時代中期末葉の沖ノ原式期の文化様相を、最

新の研究に基づいて講演を行います。

　※参加には、事前申し込みが必要となります。

　会　　　場／花とほたる　湯のさと　雪国
　参　加　費／ 15,000円（予定）
　申込み締切／ 10月15日㈬
　お申込み先／津南町教育委員会　文化財班
　　　　　　　℡765-2299

関沢　菜
な な

那（中子） 亮太さん
 美由紀さん

大口　紗
さ え

瑛（芦ヶ崎） 雅文さん
 奈々さん

関谷　悠
ゆう

斗
と

（上段） 雄輔さん
 亜由美さん

太平　ヨリさん	（92歳・中深見）
藤木ミサイさん	（83歳・大井平）
涌井トミ子さん	（66歳・岡）
福𠩤　秀子さん （97歳・大割野）

内山　良子さん	（84歳・芦ヶ崎）
草津　イツさん	（92歳・赤沢）
小林　源さん	 （58歳・足滝）

根津　貴子さん	（90歳・上段）
板場　ミツさん	（98歳・辰ノ口）
石沢　千代さん	（87歳・亀岡）

　
夏
休
み
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。特
集
は
、

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
と
巡
り
な
が
ら
、

絵
日
記
風
に
作
っ
て
み
ま
し
た（
表
紙
の

字
：
鈴
木
煌
悠
く
ん
）。現
在
は
57
箇
所

設
定
さ
れ
て
い
る
ジ
オ
サ
イ
ト
も
、こ
の

先
研
究
が
進
め
ば
、新
た
な
発
見
に
よ
り

場
所
や
内
容
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
だ
自
由
研
究
が
終
わ
っ
て
い
な
い

子
ど
も
は
、な
じ
ょ
も
ん
へ
急
げ
〜
！

桑原　将太さん（貝坂）
井上　実香さん（埼玉県） ｝
口　祐輔さん（十日町市）
村山　理絵さん（十二ノ木）｝
大口　慎太郎さん（米原）
星　さおりさん（魚沼市） ｝
滝沢　陽一さん（押付）
中山　萌子さん（大割野） ｝
内山　俊英さん（芦ヶ崎）
小出　富子さん（長岡市） ｝

撮影：小川忠博

昨年のシンポジウムの様子

ご存じですか？気象庁「高解像度降水ナウキャスト」

局地的な降雨が増えています。
　　　　　　　　日頃から災害に備えましょう。

　気象庁は、30分先までの降水情報を予測するウェブサイト
「高解像度降水ナウキャスト」の提供を始めました。
　パソコンやスマートフォンにて無料で利用できます。
　機能を強化するために、観測装置の整備、より多くのデータ解
析を行い、高度向上を図っています。

津南町役場総務課

QRコード

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります9月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 金額 対	象

6日㈯ 9:00〜11:00 水辺の生物観察会　<野外> 500 低学年から

7日㈰ 9:00〜15:00 ジオツアー　森林セラピーロードを歩く　<野外> 800 高学年から

13日㈯ 9:00〜11:00 身近な薬草 400 低学年から

14日㈰ 13:30〜15:30 土版づくり 500 中学年から

15日㈷ 13:30〜15:30 陶芸　（湯のみ　又は　ご飯茶碗） 800 中学年から

20日㈯ 13:30〜15:30 草木染め 500 低学年から

21日㈰ 9:00〜15:00 池田先生と歩く津南ぶらり旅　<野外> 800 高学年から

23日㈷ 13:30〜15:30 樹皮細工 1,000 高学年から

27日㈯ 9:00〜11:00 雑穀と陸稲の収穫　<野外> 無料 低学年から

28日㈰ 13:30〜15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

真
夏
で
も
気
温
１
度
の
冷
風
が

吹
き
出
て
い
る「
山
伏
山
の
風
穴
」。あ
ま
り
の

涼
し
さ
に
熊
も
避
暑
に
使
っ
て
い
る
と
か
。な
る

ほ
ど
、一
度
入
る
と
出
た
く
な
く
な
り
ま
す（
笑
）


